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は
じ
め
に

昨
今
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
問
題
を
抱
え
る
人
々
が
増
加
し
て
い

る
。
精
神
科
・
心
療
内
科
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
患
者
さ
ん
達
で

溢
れ
、
筆
者
の
勤
め
る
病
院
や
周
辺
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
初
診
ま
で
二

～
三
ヶ
月
待
ち
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

同
じ
よ
う
な
事
態
は
大
学
で
も
起
き
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
問
題
を
抱
え
る
学
生
の
増
加
、
人
員
が
減
り
仕
事
量
は
増
え
評
価

が
厳
し
く
な
る
教
職
員
の
疲
弊
、
そ
れ
に
よ
る
教
育
力
・
サ
ポ
ー
ト

力
の
低
下
な
ど
は
、
す
で
に
何
年
も
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大

学
の
教
職
員
向
け
の
研
修
会
等
で
は
、「
メ
ン
タ
ル
な
問
題
を
持
つ

学
生
に
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
」「
専
門
家
で
は
な
い
の
で

病
気
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
し
、
対
応
す
る
の
は
不
安
だ
」
と
い
っ

た
質
問
や
悩
み
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
学
生
と
か

か
わ
る
こ
と
に
消
極
的
な
教
職
員
や
、「
自
分
の
仕
事
で
は
な
い
か

ら
」
と
拒
否
す
る
教
員
も
い
る
と
聞
く
。
し
か
し
、
教
職
員
と
し
て

対
応
す
る
場
合
、
特
別
な
構
え
や
詳
し
い
医
学
的
知
識
な
ど
必
要
な

い
。
あ
る
程
度
の
基
礎
知
識
を
持
っ
て
、
普
通
に
目
の
前
の
学
生
と

向
き
合
え
ば
い
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
大
学
生
に
み
ら
れ
る
障
害
の
う
ち
、
発
達
障
害
と
摂
食

障
害
を
取
り
上
げ
る
。
小
学
校
～
高
校
の
教
育
現
場
で
は
す
で
に
知

◆
解
　
説
◆

教
職
員
の
た
め
の
発
達
障
害
と
摂
食
障
害

     
―
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識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
発
達
障
害
で
は
あ
る
が
、
概
念
が
広
が
っ
た

の
が
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
も
あ
り
、
大
学
の
現
場
で
は
ま
だ
十
分

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
。
一
方
の
摂
食
障
害
は
、
古
く

か
ら
知
ら
れ
て
い
る
疾
患
で
は
あ
る
が
、最
近
は
拒
食
型
か
ら
過
食
・

嘔
吐
型
へ
と
そ
の
病
像
が
変
化
し
て
お
り
、
背
景
に
あ
る
問
題
も

様
々
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
両
者
に
つ
い
て
、医
学
的
な
基
礎
知
識
、

対
応
等
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。

発
達
障
害
に
つ
い
て

一　

発
達
障
害
と
は

発
達
障
害
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
の
「
大
学
と
学
生
10
月
号

（http://w
w
w
.jasso.go.jp/gakusei_plan/dtog 0810.htm

l
）」

で
も
特
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。
発
達
障

害
と
は
、
脳
の
何
ら
か
の
異
常
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
つ
き
、
あ
る
い

は
発
達
の
早
期
に
機
能
不
全
が
現
れ
て
、
一
生
持
続
す
る
も
の
で
あ

る
。
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
制
限
が
あ
り
、
治
療
や
ケ
ア
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
が
、
薬
で
治
癒
す
る
病
気
と
は
異
な
る
。
で
き
る
だ

け
早
期
か
ら
周
囲
が
理
解
し
て
、
環
境
を
整
え
、
養
育
的
な
対
応
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

発
達
障
害
の
中
に
は
、
広
汎
性
発
達
障
害
（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
）、
注
意
欠

陥
多
動
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
精
神
遅
滞
な
ど

が
あ
る
（
図
１
）。
広
汎
性
発
達
障
害
と
は
、
対
人
関
係
の
技
能
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
発
達
の
い
く
つ
か
の
領
域
に
お
い

て
「
広
汎
に
」
障
害
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
発
達
水
準

及
び
精
神
年
齢
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
偏
っ
て
い
る
も
の
を
さ
す
。

代
表
的
な
障
害
に
自
閉
症
と
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
が
あ
る
。
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
言
葉
の
発
達
の
遅
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自
閉

症
と
は
鑑
別
さ
れ
る
（
図
２
）。
ま
た
、
広
汎
性
発
達
障
害
の
特
徴

を
持
つ
も
の
の
診
断
基
準
を
満
た
さ
な
い
特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達

障
害
が
あ
り
、
こ
れ
も
実
際
に
は
多
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
る
。
広
汎
性
発
達
障
害
は
一
万
人
に
六
三
～
一
七
〇
人
と
さ
れ
報

告
に
よ
り
差
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
昔
に
比
べ
る
と
二
～
三
倍

増
加
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
自
閉
症
と
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
全
く
異
な
る
障

害
で
は
な
く
、
重
症
の
自
閉
症
か
ら
知
的
障
害
の
な
い
自
閉
症
（
高

機
能
自
閉
症
）、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
特
定
不
能
の
広
汎
性
発

達
障
害
は
、
本
質
的
に
同
じ
特
徴
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
連

の
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

広
汎
性
発
達
障
害
の
中
で
知
的
障
害
を
伴
わ
な
い
も
の
を
「
高
機

能
広
汎
性
発
達
障
害
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
中
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
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と
高
機
能
自
閉
症
、
特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
な
ど
が
含
ま
れ

（
図
２
）、
大
学
生
の
発
達
障
害
で
は
当
然
な
が
ら
こ
の
群
が
多
い
。

ま
た
、最
近
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
群
で
あ
る
。

二　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
特
徴

提
唱
者
のW

ing

は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
以

下
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
（
三
つ
組
み
の
障
害
と
い
う
）。

㈠　

対
人
的
相
互
反
応
に
お
け
る
質
的
障
害
（
人
づ
き
あ
い
の
障

害
）：
視
線
が
あ
わ
な
い
、
動
作
や
身
振
り
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
反
応
し
な
い
、
抱
っ
こ
さ
れ
て
も
体
を
あ
ず
け

な
い
、
仲
間
関
係
を
つ
く
れ
な
い
、
楽
し
み
や
興
味
を
他
人
と

分
か
ち
合
お
う
と
し
な
い

㈡　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
的
障
害
（
言
葉
使
い
の
問
題
）：

言
葉
の
お
く
れ
、
言
わ
れ
た
言
葉
を
繰
り
返
す
（
反
響
言
語
）、

人
称
の
逆
転
、
ご
っ
こ
遊
び
や
も
の
ま
ね
遊
び
の
欠
如

㈢　

行
動
・
興
味
・
活
動
の
限
定
さ
れ
た
反
復
的
で
常
同
的
な
様

式
（
こ
だ
わ
り
）：
習
慣
や
儀
式
、
機
械
類
、
順
番
等
へ
の
こ

だ
わ
り
、
常
同
的
な
動
作
や
身
振
り
、
物
体
の
一
部
分
や
動
く

も
の
等
に
固
執
す
る

ま
た
、W

ing

は
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
か

ADHD
注意欠陥多動性障害

PDD　広汎性発達障害

LD
学習障害

ADHD
注意欠陥多動性障害

PDD　広汎性発達障害

LD
学習障害

図１
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ら
、
以
下
の
三
つ
の
タ
イ
プ

に
分
け
て
い
る
。

㈠�　

孤
立
型
：
自
閉
的
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

欠
如
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
対
人
関
係
を
求
め
な

い
。

㈡�　

受
動
型
：
受
け
身
で
、

周
囲
の
集
団
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
つ
い
て
回
る
タ
イ

プ
。

㈢�　

積
極
・
奇
異
型
：
独
特

で
多
く
は
一
方
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
だ
が
、
む
し
ろ
積
極
的

に
周
囲
に
関
係
を
求
め
て

く
る
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の

特
徴
を
考
え
る
上
で
「
心
の

理
論
」
と
い
う
概
念
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
心
の
理
論
と

は
、
他
者
の
心
の
動
き
を
類
推
し
た
り
、
他
者
が
自
分
と
は
違
う
信

念
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
り
す
る
能
力
を
さ
す
。

サ
ル
の
脳
で
は
、
他
者
の
動
作
を
観
察
す
る
こ
と
で
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が

発
火
す
る
部
位
が
発
見
さ
れ
、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
部
位
が
、
他
者
の
意
図
を
類
推
す
る
・
学
習
・
社
会
相
互

作
用
・
模
倣
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る
神
経

機
構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
は
こ
の
機
能

が
障
害
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
対
人
機
能
の
様
々
な
障
害
が
起
こ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

三　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

自
閉
症
は
男
子
が
女
子
の
四
～
五
倍
で
、
七
五
％
は
精
神
遅
滞
を

伴
い
、
脳
波
異
常
や
て
ん
か
ん
発
作
を
合
併
す
る
も
の
も
多
い
。

一
方
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
、
一
九
四
四
年
に
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
小
児
科
医A

sperger

が
発
表
し
、
一
九
八
一
年W

ing

の
論

文
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
比
較
的
新
し
い
概
念
で
あ

る
。
言
語
発
達
の
著
し
い
遅
れ
が
な
い
こ
と
、
認
知
の
発
達
・
自
己

管
理
能
力
・
適
応
行
動
・
環
境
へ
の
好
奇
心
な
ど
に
明
ら
か
な
遅
れ

が
な
い
こ
と
、
知
能
は
ほ
ぼ
正
常
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
自
閉
症

と
は
鑑
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
同
じ
自
閉
症
ス
ペ
ク

図２

知的障害を
ともなう

知的障害を
ともなわない＝

　高機能
広汎性発達障害
（HF-PDD）

アスぺルガー
　症候群

自閉症
障害

小児期
崩壊性
障害　

レット
症候群

アスぺルガー
　症候群

自閉症
障害

小児期
崩壊性
障害　

レット
症候群

特定不
能のP

DD（
PDD

-NOS
）

特定不
能のP

DD（
PDD

-NOS
）
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ト
ラ
ム
に
属
し
て
お
り
、
両
者
で
共
通
の
特
徴
も
多
い
。

自
閉
症
は
一
万
人
に
一
〇
～
一
三
人
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は

一
万
人
に
二
～
三
人
と
さ
れ
て
い
た
が
、
名
古
屋
市
西
部
地
域
療
育

セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
自
閉
症
が
一
万
人
に
六
〇
人
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
が
一
万
人
に
五
六
人
と
さ
れ
て
お
り
、
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
。

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
主
な
特
徴
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

・�

知
的
能
力
に
は
異
常
は
な
い
こ
と
が
多
く
、
幼
少
期
に
見
つ
か
り

に
く
い
（
丸
暗
記
す
る
言
語
能
力
は
高
い
）。

・�

運
動
の
不
器
用
さ
、
ぎ
こ
ち
な
さ
等
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・�

高
い
言
語
能
力
の
た
め
対
人
関
係
の
持
ち
方
と
し
て
は
必
ず
し
も

自
閉
的
で
な
い
。
し
か
し
、
視
線
、
表
情
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど

の
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
と
理
解
が
で
き
な
い

た
め
、
一
方
的
な
対
人
的
行
動
と
な
り
、
相
互
的
な
関
係
は
成
り

立
ち
に
く
い
。

・�

集
団
生
活
の
常
識
が
理
解
で
き
な
い
た
め
、
学
校
で
い
じ
め
ら
れ

や
す
く
、孤
立
し
や
す
い
。
青
年
期
以
降
に
不
安
、抑
う
つ
、強
迫
、

不
適
応
、
統
合
失
調
症
様
状
態
等
の
た
め
医
療
の
対
象
と
な
る
場

合
も
多
い
。
精
神
疾
患
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
と
見
間
違
わ
れ

る
場
合
も
あ
る
。

・�

儀
式
的
行
動
、
繰
り
返
し
の
多
い
会
話
、
強
迫
的
思
考
形
式
、
細

部
に
こ
だ
わ
る
興
味
の
持
ち
方
、変
化
へ
の
抵
抗
、等
が
み
ら
れ
る
。

・�

青
年
期
に
な
る
と
、「
鉄
道
研
究
会
」「
ク
イ
ズ
研
究
会
」「
ア
ニ

メ
同
好
会
」
と
い
っ
た
文
科
系
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、
長
年
の
熱
心

さ
や
強
迫
性
で
蓄
え
た
知
識
を
生
か
す
こ
と
が
あ
る
。

・�

異
性
と
の
関
わ
り
方
が
一
方
的
で
、
ス
ト
ー
カ
ー
の
よ
う
な
問
題

行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。

・�

言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る
た
め
、
こ
と
わ
ざ
や
比
喩
が
理
解

で
き
な
い
。「
し
っ
か
り
や
れ
な
い
の
な
ら
や
め
て
し
ま
え
」
と

指
導
教
官
に
言
わ
れ
る
と
、
言
外
の
「
も
っ
と
で
き
る
は
ず
。
期

待
し
て
い
る
」
を
読
み
取
れ
ず
、
退
学
に
な
っ
た
と
思
っ
て
混
乱

す
る
。

こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
学
生
へ
の
対
応
に
は
、
次
の
よ
う
な
工
夫

が
必
要
で
あ
る
。

㈠　

抽
象
的
な
言
葉
の
理
解
が
困
難
な
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を

書
き
出
し
て
教
え
る
。

㈡　

話
す
よ
り
も
文
書
や
図
を
用
い
て
伝
え
る
。

㈢　

適
切
、不
適
切
な
対
人
的
行
動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
、

具
体
的
な
場
面
を
想
定
し
て
教
え
、
別
の
場
面
で
も
応
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

㈣　

機
会
が
あ
る
ご
と
に
対
人
的
意
識
を
高
め
る
。

㈤　

自
己
評
価
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
興
味
や
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得
意
分
野
を
組
み
入
れ
て
、
学
習
意
欲
と
と
も
に
適
切
な
自
己

評
価
を
育
て
る
。

等
で
あ
る
。具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
症
例
を
通
じ
て
後
述
す
る
。

四　

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
は
、
不
注
意
症
状
、
多
動
性
、
衝
動
性
が
七
歳
以
前

に
存
在
し
て
、
障
害
を
引
き
起
こ
す
程
で
あ
り
、
二
つ
以
上
の
状
況

（
学
校
と
家
庭
等
）
で
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
症
状
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

㈠　

不
注
意
症
状
：
課
題
又
は
遊
び
の
活
動
に
お
い
て
の
注
意
集

中
を
続
け
る
こ
と
、
順
序
立
て
る
こ
と
が
困
難
。
精
神
的
努
力

の
持
続
を
要
す
る
課
題
に
従
事
が
困
難
。
必
要
な
も
の
を
し
ば

し
ば
な
く
す
。

㈡　

多
動
性
：
し
ば
し
ば
手
足
を
そ
わ
そ
わ
動
か
し
、
椅
子
の
上

で
も
じ
も
じ
す
る
。
座
っ
て
い
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
状
況
で

席
を
離
れ
る
。
不
適
切
な
状
況
で
走
り
回
っ
た
り
高
所
へ
上
が

っ
た
り
す
る
。

㈢　

衝
動
性
：
し
ば
し
ば
質
問
が
終
わ
る
前
に
出
し
抜
け
に
答
え

始
め
て
し
ま
う
。
順
番
を
待
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

優
性
な
症
状
に
よ
っ
て
不
注
意
優
性
型
、
多
動
性
―
衝
動
性
優
性

型
、
混
合
型
に
分
け
ら
れ
る
。

学
齢
期
の
子
供
で
三
～
七
％
に
存
在
し
、
男
子
で
明
ら
か
に
多
い

（
男
女
比
二
～
九
対
一
）。
多
動
性
は
青
年
期
ま
で
に
自
然
に
減
弱
す

る
例
が
多
い
が
、
い
く
つ
か
の
症
状
（
不
注
意
等
）
は
成
人
し
て
も

残
る
場
合
も
あ
る
。
中
枢
刺
激
薬
の
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
デ
ー
ト
が
著
効

す
る
例
も
あ
る
が
、
効
果
が
短
時
間
で
あ
る
こ
と
、
依
存
性
、
不
安

や
不
眠
の
増
悪
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
、
慎
重
投
与
が
必
要
で
あ

る
。

五　

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

全
般
的
な
知
能
発
達
に
遅
れ
は
な
い
が
、
聞
く
、
話
す
、
読
む
、

書
く
、
計
算
す
る
ま
た
は
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
、
特
定
の
も
の
の

習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
を
示
す
状
態
を
さ
す
。
有
病
率
は
二
～

一
〇
％
と
さ
れ
る
。
読
字
障
害
、
算
数
障
害
、
書
字
表
出
障
害
に
分

類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
能
力
に
関
し
て
、
年
齢
相
応
よ
り
も

明
ら
か
に
低
く
、
学
業
や
日
常
生
活
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
場
合
に

診
断
さ
れ
る
。

読
字
障
害
で
は
、
文
字
が
ま
っ
た
く
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
稀

で
、
文
字
は
発
音
で
き
て
も
単
語
と
し
て
読
め
な
い
、
文
章
の
音
読

は
で
き
て
も
意
味
や
筋
書
き
の
理
解
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
例
が
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多
い
。
早
期
発
見
と
介
入
に
よ
り
、
予
後
は
良
好
と
さ
れ
る
。

算
数
障
害
は
、
数
字
の
書
き
誤
り
の
多
さ
、
計
算
や
暗
算
・
図
形

な
ど
の
認
知
や
構
成
の
困
難
、
時
計
の
読
み
や
時
刻
の
計
算
の
困
難

な
ど
が
あ
る
。

書
字
表
出
障
害
に
は
、
漢
字
の
書
字
の
み
の
障
害
、
書
字
全
般
の

障
害
、
読
み
の
障
害
を
伴
う
書
字
障
害
が
あ
る
。

六　

症
例

以
下
に
、
未
診
断
の
ま
ま
入
学
し
た
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
症

例
を
呈
示
す
る
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
一
部
改
変
）。

［
症
例
］
初
診
時
二
〇
歳
・
男
性
（
理
系
学
部
） 

言
語
発
達
に
遅
れ

は
な
し
。
同
世
代
の
友
人
は
少
な
く
、
周
囲
の
話
を
聞
か
な
い
マ
イ

ペ
ー
ス
な
子
供
だ
っ
た
。
小
学
校
で
は
指
示
が
な
い
と
自
分
か
ら
挨

拶
で
き
な
か
っ
た
。
中
学
で
い
じ
め
に
あ
い
、
い
じ
め
の
相
手
を
刺

す
か
首
を
つ
っ
て
死
の
う
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
高
校
二
年
時
に

は
、受
験
が
嫌
で
市
販
の
睡
眠
剤
を
大
量
服
薬
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

大
学
入
学
後
、「
本
を
読
ん
で
自
分
は
発
達
障
害
か
人
格
障
害
に
当

て
は
ま
る
と
思
っ
た
」 「
周
囲
の
状
況
や
空
気
が
読
め
な
い
」
等
と

訴
え
、
相
談
の
た
め
大
学
の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
来
所
。
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
か
ら
の
紹
介
で
精
神
科
を
初
診
し
た
。

［
初
診
時
現
症
］ 

ふ
て
ぶ
て
し
い
表
情
で
足
を
投
げ
出
し
て
座
り
、

場
に
そ
ぐ
わ
な
い
態
度
で
あ
っ
た
。表
情
の
変
化
や
身
振
り
も
な
く
、

単
調
で
抑
揚
の
な
い
口
調
で
、「
相
手
に
失
礼
な
こ
と
を
言
っ
て
し

ま
う
」「
自
分
は
価
値
が
な
い
か
ら
死
ん
だ
方
が
マ
シ
」
と
訴
え
て

い
た
。
場
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
が
と
れ
な
い
こ
と
、
表
情
や
身
振
り

の
不
足
な
ど
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
、
各
種
心
理

検
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
診
断
し
た
。
ま

た
、
淡
々
と
し
た
表
情
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
が
、
対

人
関
係
や
学
習
面
の
困
難
、
将
来
へ
の
不
安
等
か
ら
強
い
抑
う
つ
症

状
を
呈
し
て
い
た
。

［
経
過
］ 

抗
う
つ
薬
を
処
方
し
た
が
服
薬
せ
ず
、「
大
学
を
や
め
て

施
設
に
入
る
」
と
繰
り
返
し
訴
え
て
い
た
。
本
人
と
両
親
に
は
発
達

障
害
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
頃
か
ら

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
入
れ
な
い
」「
狂
っ
た
ふ
り
を
し
て
で
も
周
囲

に
障
害
を
わ
か
ら
せ
た
い
」と
強
い
口
調
で
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、学
内
の
障
害
学
生
支
援
専
門
委
員
会
に
支
援
を
依
頼
し
、

連
携
体
制
を
と
っ
た
（
発
達
障
害
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ

た
）。
担
当
委
員
が
定
期
的
に
本
人
と
面
接
し
、
本
人
の
同
意
を
得

て
周
囲
の
学
生
や
教
官
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
（
含
み
を
も
た
せ

た
言
葉
を
推
し
量
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
可
能
な
限
り
具
体
的
な

言
い
方
や
指
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
集
団
の
中
で
は
人
と
ど
う
か
か
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わ
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
負
荷
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
決
ま

っ
た
時
間
や
状
況
以
外
の
時
は
一
人
で
過
ご
す
こ
と
も
許
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
口
頭
の
指
示
だ
け
で
は
理
解
に
制
限
が
あ
る
た
め
、

文
書
・
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ど
）。
そ
の
後
、
抑
う

つ
症
状
は
次
第
に
軽
快
し
、
卒
論
も
支
援
を
得
な
が
ら
提
出
し
無
事

に
卒
業
し
た
。

本
例
の
よ
う
に
、
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
ず
に
入
学
し
て
く
る
学

生
は
未
だ
に
多
い
。
一
方
で
、
概
念
が
一
般
に
広
ま
っ
た
こ
と
で
、

自
ら
発
達
障
害
を
疑
っ
て
来
所
す
る
学
生
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

既
に
診
断
さ
れ
た
学
生
が
大
学
に
入
学
し
、
支
援
を
申
し
出
て
く
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
、
大
学
で
発
達
障
害
の
学
生
に
対
応
す
る
場

面
は
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
例
に
見
ら
れ
た
う
つ
状
態
で
あ
る
が
、
軽
い
も
の
ま
で
含
め
ば

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
五
〇
％
近
く
に
合
併
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
青
年
期
以
降
に
好
発
し
、
感
情
表
現
が
乏
し
く
助
け
を
求
め
な

い
た
め
、
う
つ
の
診
断
が
し
に
く
い
、
う
つ
へ
の
移
行
が
急
激
で
簡

単
に
自
殺
企
図
す
る
危
険
性
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
う
つ
以
外

に
も
、
幻
覚
や
妄
想
と
い
っ
た
統
合
失
調
症
様
の
症
状
、
強
迫
性
障

害
、
不
登
校
等
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
例
も
強
い
抑
う
つ
状

態
を
呈
し
な
が
ら
周
囲
の
教
官
、
家
族
、
友
人
に
ま
っ
た
く
気
づ
か

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
選
択
を
契
機
に
、
抑
う
つ
症
状

が
急
速
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
抑
う
つ
、

特
に
希
死
念
慮
は
注
意
深
く
観
察
し
、
周
囲
が
積
極
的
に
気
づ
く
必

要
が
あ
る
。

本
学
で
は
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
障

害
学
生
支
援
専
門
委
員
と
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
個
別
対
応
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
先
駆
的
な
大
学
で
は
、

㈠　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
が
個
別
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
支
援
す

る
。

㈡　

講
義
の
板
書
な
ど
は
、
図
や
矢
印
を
使
っ
て
、
流
れ
を
分
か

り
や
す
く
す
る
。

㈢　

談
話
室
を
設
け
、
学
生
が
落
ち
着
け
る
場
所
を
提
供
す
る
。

㈣　

個
別
の
就
職
面
接
に
向
け
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

等
の
支
援
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究

所
と
日
本
学
生
支
援
機
構
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
「
発
達
障
害
の
あ

る
学
生
支
援
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」
に
詳
細
で
具
体
的
な
支
援
方
法
が
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
・
中
学
校
の
教
育
現
場
で
は
発
達
障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
療

養
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
お
い
て
も
教
職
員
へ
の
啓
蒙

活
動
、
学
生
生
活
や
学
業
支
援
、
研
究
や
就
職
の
援
助
を
含
め
、
発
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達
障
害
の
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
作
り
が
課
題
で
あ
ろ
う
。

摂
食
障
害
に
つ
い
て

一　

摂
食
障
害
と
は

摂
食
障
害
は
、
心
理
的
要
因
に
よ
り
食
行
動
異
常
を
起
こ
す
心
身

症
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
一
六
世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
す

で
に
拒
食
症
の
記
載
が
あ
り
、
一
七
世
紀
に
は
医
学
的
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
疾
患
で
あ
る
。
有
病
率
は

若
い
女
性
の
四
～
八
％
と
い
わ
れ
て
お
り
、
う
つ
状
態
を
伴
う
こ
と

も
多
い
。
神
経
性
無
食
欲
症
（A

norexia N
ervosa

）、
過
食
症

（Bulim
ia N
ervosa

）、
い
ず
れ
の
診
断
基
準
も
満
た
さ
な
い
特
定

不
能
の
摂
食
障
害
（Eating D

isorder N
O
S

）
に
分
類
さ
れ
る
。

有
病
率
は
、
神
経
性
無
食
欲
症
で
女
性
の
一
％
以
下
、
過
食
症
は

女
性
の
一
～
三
％
（
男
性
は
〇
～
〇
．
八
％
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
前
は
都
市
部
で
神
経
性
無
食
欲
症
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

最
近
は
地
域
や
人
種
に
関
係
な
く
増
加
し
て
い
る
。
む
し
ろ
過
食
症

が
都
市
部
で
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
六
年
と

一
九
九
七
年
と
の
比
較
で
は
、
過
食
症
と
神
経
性
無
食
欲
症
の
む
ち

ゃ
食
い
／
排
出
型
が
激
増
し
て
お
り
、
時
代
と
と
も
に
背
景
に
あ
る

病
理
が
強
迫
性
か
ら
衝
動
性
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

発
病
年
齢
は
一
〇
代
後
半
～
二
〇
代
前
半
が
多
く
、
審
美
系
競
技

や
陸
上
競
技
、
体
重
に
よ
る
階
級
別
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
モ
デ

ル
、
芸
能
人
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
痩
せ
す
ぎ
モ
デ

ル
を
出
場
禁
止
に
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

神
経
性
無
食
欲
症
は
、
症
例
の
九
〇
～
九
五
％
が
女
性
で
あ
り
、

男
性
例
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。
極
端
に
食
事
量
を
減
ら
す
「
制

限
型
」
と
、
む
ち
ゃ
食
い
を
し
て
嘔
吐
や
下
剤
乱
用
な
ど
を
繰
り
返

す
「
む
ち
ゃ
食
い
／
排
出
型
」
が
あ
る
。
神
経
性
無
食
欲
症
と
は
食

欲
が
な
く
な
る
病
気
で
は
な
く
、
や
せ
た
い
た
め
に
食
事
を
過
剰
に

制
限
し
た
り
排
出
行
動
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
食
行
動
の
異
常
で
あ

る
。
診
断
基
準
は
、
㈠
低
体
重
（
標
準
体
重
の
マ
イ
ナ
ス
一
五
％
以

下
）⑵
や
せ
願
望　

⑶
肥
満
恐
怖　

⑷
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
の
障
害（
ど

ん
な
に
や
せ
て
い
て
も
太
っ
て
い
る
と
思
う
）⑸
無
月
経　

で
あ
る
。

過
食
症
（
Ｂ
Ｎ
）
は
、
む
ち
ゃ
食
い
に
続
き
、
太
ら
な
い
よ
う
自

己
誘
発
性
嘔
吐
、
下
剤
・
利
尿
剤
乱
用
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

通
常
の
や
け
食
い
や
気
晴
ら
し
食
い
な
ど
と
は
違
い
、
平
均
し
て
少

な
く
と
も
三
ヶ
月
間
に
わ
た
り
週
二
回
起
こ
る
こ
と
、
過
食
し
て
い

る
間
は
食
べ
る
こ
と
を
制
御
で
き
な
い
感
覚
に
な
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
神
経
性
無
食
欲
症
の
む
ち
ゃ
食
い
／
排
出
型
と
異
な
り
、
や

せ
願
望
、
低
体
重
、
無
月
経
な
ど
は
な
く
、
体
重
は
む
し
ろ
標
準
か
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や
や
上
回
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
し
て
わ
か
る
神
経
性

無
食
欲
症
に
比
べ
る
と
周
囲
か
ら
気
づ
か
れ
に
く
い
。
ま
た
、
し
ば

し
ば
身
体
的
に
危
機
的
な
状
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
神
経
性
無
食
欲

症
に
比
べ
る
と
重
症
度
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
患
者
の

自
己
評
価
が
低
く
（
体
型
お
よ
び
体
重
の
影
響
を
過
剰
に
受
け
る
）、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
治
療
が
困
難
な
ケ
ー

ス
も
多
い
。
神
経
性
無
食
欲
症
よ
り
発
病
年
齢
は
や
や
高
く
、
神
経

性
無
食
欲
症
か
ら
移
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

二　

症
状

神
経
性
無
食
欲
症
の
精
神
症
状
と
身
体
症
状
に
は
多
彩
な
症
状
が

あ
り
（
表
１
、２
）、
重
症
化
す
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

精
神
医
学
的
な
合
併
症
と
し
て
は
、
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害
が

五
〇
～
六
八
％
と
か
な
り
の
高
率
で
合
併
す
る
。
特
に
過
食
症
で
多

く
、
抑
う
つ
気
分
よ
り
も
無
力
感
・
空
虚
感
・
自
己
嫌
悪
を
訴
え
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
他
、
強
迫
性
障
害
、
社
会
不
安
障
害
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
る
。
統

合
失
調
症
に
前
駆
す
る
症
状
と
し
て
摂
食
障
害
様
の
食
行
動
異
常
が

み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

三　

病
前
性
格

神
経
性
無
食
欲
症
の
病
前
性
格
は
、
理
想
に
向
か
っ
て
絶
え
ず
強

迫
的
な
努
力
を
続
け
る
、
内
向
的
、
完
全
主
義
、
情
緒
的
な
人
間
関

係
を
持
て
な
い
、
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

過
食
症
は
、
衝
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
、
家
族
関
係
が
不
安
定
、

境
界
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
わ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
や
そ

の
傾
向
を
持
つ
も
の
が
多
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

境
界
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
と
は
、
対
人
関
係
に
お
け
る
不
安

定
性
、
行
動
や
思
考
の
極
端
さ
と
激
し
さ
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
、

多
く
は
う
つ
病
、
摂
食
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
家
庭
内
暴
力
、

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
を
問
題
と
し
て
精
神
科
・
心
療
内
科
に
や
っ
て

く
る
。
見
捨
て
ら
れ
不
安
が
強
い
、
親
し
い
人
と
安
定
し
た
関
係
を

保
て
な
い
、
些
細
な
こ
と
で
怒
り
そ
の
表
現
が
不
適
切
、
周
り
を
振

り
回
す
操
作
的
な
言
動
、
衝
動
性
、
白
か
黒
か
の
二
分
的
思
考
、
他

人
へ
の
評
価
も
良
い
―
悪
い
を
極
端
に
揺
れ
動
く
、
な
ど
を
特
徴
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
合
わ
せ
も
つ
学
生
に
は
、
一
定
の
距
離

を
取
っ
て
対
応
す
る
こ
と
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
こ
と
、
何
か
し
て
あ

げ
よ
う
と
思
い
す
ぎ
な
い
こ
と
、
学
生
が
語
る
家
族
や
他
人
へ
の
批

判
を
真
に
受
け
な
い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
教
職
員
が
一
人
で
対
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応
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅰ．精神症状
やせ願望・肥満恐怖：体重が標準体重以下であっても低体重を望み、体
重が少し増加すると肥満するのではないかと恐れる
身体像（body image）の障害：身体の一部、たとえば大腿部、腹部、頬
などが非常に太っていると思ったり、膨れていると感じる
病識の欠如：やせている状態を病気と認識しない
その他：二次的に感情障害、不安障害も併存する

Ⅱ．行動異常
食行動異常：食欲不振、拒食、摂食制限、過食など
排 出 行 動：自己誘発性嘔吐や下剤・利尿薬乱用など
過　活　動：活動性が亢進し、過度の運動を行う
問 題 行 動 ：自傷行為や自殺企図、アルコールや薬物乱用、万引きなど

表１

Ⅲ．身体症状
体重減少：標準体重の１５～２０％以上の体重減少
月経異常：LHRHの分泌抑制による無月経
皮膚系：皮膚のたるみ皺の増加、産毛の密生、頭髪の脱毛
血液系：貧血、血清鉄・葉酸・ビタミンB12 の低下、汎血球減少
電解質異常：低カリウム血症、低ナトリウム血症
消化器：亜鉛の減少による味覚障害、麻痺性イレウス
肝機能障害：肝硬変様
腎機能の異常：浮腫
脂質代謝異常：血中コレステロール値上昇
循環器：徐脈、不整脈による突然死
骨、筋肉系：骨粗鬆症による骨折
内分泌系：甲状線機能低下
中枢神経系：認知・集中力の低下、睡眠障害、けいれんなど

表２
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四　

治
療

低
栄
養
の
た
め
身
体
的
に
危
険
な
場
合
に
は
、
ま
ず
内
科
的
な
治

療
を
優
先
し
、
中
心
静
脈
栄
養
や
胃
管
に
よ
る
管
理
等
を
行
う
。
本

人
が
治
療
に
拒
否
的
な
場
合
に
は
、
家
族
の
同
意
の
も
と
で
入
院
治

療
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
外
来
治
療
を
継
続
し
て
い
て
も
低

体
重
が
続
く
場
合
、
入
院
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
目

標
体
重
を
設
定
し
、
体
重
増
加
に
伴
っ
て
徐
々
に
行
動
制
限
を
解
除

し
て
い
く
と
い
う
行
動
療
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

摂
食
障
害
で
は
、「
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
増
え
た
ら
自
分
は
デ
ブ

だ
」「
過
食
し
た
か
ら
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
」
と
い
っ
た
極
端
な

思
考
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
思
考
に
対
し
、
そ
う
考
え
る
証

拠
が
あ
る
の
か
、
仮
に
そ
の
考
え
が
正
し
い
と
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
、
別
の
考
え
方
は
で
き
な
い
か
、
等
を
考
え
さ
せ
る
認
知
療
法
を

行
う
こ
と
も
あ
る
。

う
つ
の
合
併
例
や
過
食
症
に
対
し
、
抗
う
つ
薬
の
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
が
有

効
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

五　

予
後

入
院
治
療
を
行
っ
て
退
院
後
四
年
以
上
経
過
し
て
い
る
神
経
性
無

食
欲
症
患
者
六
一
例
の
追
跡
調
査
の
報
告
で
は
、
体
重
と
月
経
が
正

常
化
し
て
い
る
予
後
良
好
群
が
五
一
％
、
低
体
重
で
無
月
経
が
持
続

し
て
い
る
予
後
不
良
群
が
一
一
％
、
中
間
群
が
二
五
％
で
あ
っ
た
と

い
う
。
た
だ
し
、
良
好
群
で
も
食
事
や
体
重
に
対
す
る
軽
い
こ
だ
わ

り
は
持
続
し
て
い
た
。

ま
た
、
死
亡
率
に
関
す
る
解
析
で
は
、
一
〇
年
間
死
亡
率
が
五
～

六
％
で
あ
っ
た
。
死
因
は
、
合
併
症
に
よ
る
も
の
が
五
四
％
、
自
殺

が
二
七
％
、
原
因
不
明
が
一
九
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。
予
後
不
良
の

関
連
因
子
と
し
て
は
、
最
低
体
重
が
低
い
こ
と
、
む
ち
ゃ
食
い
／
排

出
型
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
の
合
併
、
病
前

の
家
族
関
係
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

六　

摂
食
障
害
へ
の
対
応

摂
食
障
害
へ
の
対
応
は
、
病
型
に
よ
っ
て
、
重
症
度
に
よ
っ
て
、

背
後
に
あ
る
病
態
に
よ
っ
て
実
際
に
は
異
な
る
。
極
度
の
や
せ
が
目

立
つ
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
身
体
的
合
併
症
の
危
険
が
あ
る
た
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め
、
保
護
者
に
連
絡
し
て
医
療
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
以

外
の
ケ
ー
ス
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
対
応
す

る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

㈠　

教
職
員
が
一
人
で
全
て
の
問
題
を
引
き
受
け
な
い
こ
と
。
あ

く
ま
で
援
助
者
の
立
場
で
助
言
す
る
。
で
き
る
だ
け
家
族
、
担

任
、
医
療
者
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
連
携
を
図
る
。

㈡　

神
経
性
無
食
欲
症
の
学
生
に
は
、
食
べ
る
こ
と
を
強
制
し
な

い
。
食
べ
ろ
と
言
っ
て
食
べ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
食
べ
る

の
が
怖
い
、
太
る
の
が
怖
い
、
と
い
う
恐
怖
感
を
常
に
抱
い
て

い
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
恐
怖
に
打
ち
勝
っ
て
少
し
で
も
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
時
、
体
重
が
増
え
た
時
な
ど
は
、
褒
め
て
あ
げ

る
。
そ
れ
で
い
い
と
言
っ
て
あ
げ
る
。

㈢　

体
重
増
加
を
焦
ら
な
い
。
危
機
的
で
は
な
い
程
度
に
体
重
が

あ
れ
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
増
え
れ
ば
よ
い
、
減
ら
な
け
れ
ば
よ

い
、
と
考
え
る
。

㈣　

体
重
測
定
を
頻
回
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
週
一
回
程
度
に

す
る
よ
う
に
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
体
重
へ
の

こ
だ
わ
り
を
軽
減
さ
せ
る
。

㈤　

過
食
が
あ
る
場
合
、
過
食
に
代
わ
る
代
償
行
動
を
本
人
に
考

え
さ
せ
る
。
過
食
し
た
い
と
思
っ
て
す
ぐ
過
食
す
る
の
で
は
な

く
、
短
時
間
で
も
別
な
行
動
を
取
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

（
氷
を
な
め
る
、
音
楽
を
聴
く
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
る
等
）。
こ
の
こ
と
で
、
過
食
を
我
慢
す
る
こ
と
、
我

慢
し
て
い
る
う
ち
に
過
食
衝
動
は
弱
ま
る
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
。

㈥　
「
食
事
や
体
重
以
外
に
興
味
が
持
て
る
も
の
が
で
き
た
」「
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
が
理
解
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
や
せ
て
い

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
」
等
と
感
じ
る
こ
と
で
、
次
第
に
軽
快

す
る
こ
と
も
多
い
。
現
実
的
な
目
標
や
将
来
へ
の
夢
を
持
た
せ

る
こ
と
、
人
間
的
な
成
長
を
促
す
こ
と
、
な
ど
は
、
大
学
と
し

て
で
き
る
重
要
な
サ
ポ
ー
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
発
達
障
害
、
摂
食
障
害
に
つ
い
て
の
概
論
を
述
べ
た
。
こ

の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
学
生
に
接
す
る
場
合
、
教
職
員
が
複
数
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
必
ず
作
り
、
保
護
者
と
も
何
か
あ
れ
ば
連
絡

し
合
え
る
よ
う
風
通
し
を
良
く
し
て
お
き
、
わ
か
ら
な
い
点
は
専
門

家
に
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。「
対
応
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
よ
く
聞
か
れ
る
不
安
も
、
こ
う
し
た
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
解
消
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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